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年頭所感

平成２９年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

今年の干支は「安定する」、「実る」という意味があるといわれる「丁酉」（ひのととり）です。

建設投資の減少や受注競争の激化等により、苦しい経営状況が続いている地方の建設業界は依

然として疲弊している状況であります。何とか起死回生の一手が打たれ、希望のある安定した建

設業界の構築が進む年となるよう、大いに期待したいところであります。

昨年は、イギリスの国民投票でのＥＵ離脱決定、アメリカ大統領選挙、韓国の朴大統領のス

キャンダルによる大混乱などが、政治経済面での期待と不安が入り混じった状況を生み出し、世

界中が揺れ動いている感じでありました。

今年もアメリカのトランプ新政権による影響（ＴＰＰ離脱など）や、フランスの大統領選、ド

イツの連邦議会選挙などが続き、結果次第では世界情勢の先行き不透明な状況が続くことも予想

されます。

国内では、熊本や鳥取中部での地震、そして北海道、東北の台風上陸による大水害など、全国

いたる所で自然災害による大きな被害が発生しました。また、博多駅前では、予期せぬ道路の大

『希望がもてる
建設業界の構築と改革』

一般社団法人 島根県建設業協会 会長 中筋 豊通
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陥没が発生し、インフラのメンテナンスにも関心が寄せられ、本年に入りましても東北から山陰

にかけての日本海側を中心に平年の数倍もの大雪に見舞われるなど、日常生活に大きな影響を与

えました。

地域住民の安全・安心を率先して守る建設業界の必要性が、さらに認識されてきたのではない

でしょうか。

建設業界の労働環境の改善に係る【担い手３法】の実効性を高めるために、国土交通省では、

建設技能労働者の処遇改善に繋がる施策として、建設キャリアアップシステムの構築が検討さ

れ、島根県では県債を活用した工事発注の平準化や適正な工期の検討、島根県土木職員の現場派

遣研修、担い手確保に関する補助金制度などに取り組んでいただいているところですが、【給

与・休暇・希望】の新３Ｋ実現までには、まだまだ道半ばであり、産・学・官が連携して解決す

べき課題がたくさんあると考えています。

課題解決に向けて、【担い手３法】の理念の浸透、安定した経営力の強化、生産性の向上を目

的に動き始めた i-Construction や今後拡大すると予測される維持管理業務対応などの良質な社会

資本整備・工事施工に向けた技術の研鑚、死亡災害絶滅（安全意識の向上）、災害対応など「地

域を支える」「地域を守る」「自己研鑽」活動を通じて、島根県の建設業界の魅力をさらに高め、

地域からの信頼を得たいと考えております。

国土交通省並びに各自治体のご協力を得ながら、本年が実りある年となるよう会員の皆様と一

丸となって頑張って参ります。

今年もよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。
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年頭所感

平成29年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
平素は、全建の事業活動に対し格別のご支援・ご協力を賜り、改めて厚
く御礼を申し上げます。

昨年を振り返りますと、４月の熊本地震に始まり、８月には北海道や東北地方での相次ぐ台風の上陸、さ
らには、阿蘇山の噴火、鳥取県中部地震の発生と全国各地で自然災害の脅威にさらされる一年でございまし
た。こうした自然災害による悲劇は、毎年のように繰り返されており、国民の尊い生命と財産を守る社会資
本整備の担い手として、その取組みを着実に推進させなければならないと決意を新たにさせられたところで
ございます。また、業界が抱える課題と致しましては、2020年の東京五輪・パラリンピックの開催に向け、
民間投資を含め建設需要が旺盛な首都圏等に比べ、公共投資の割合が高い地方では大きな変化は見られず、
事業量の地域間格差や企業間格差がより鮮明になった一年でもありました。

ご承知のとおり、建設業は国民の生活と経済活動の基盤であるインフラの整備、維持管理等の担い手であ
るとともに、災害発生時における緊急対応・復旧復興活動等により、地域の安全・安心を守る重要な使命を
担っている産業です。地域建設業が将来に亘って地域の安全・安心を守るという社会的使命を果たしていく
ためには、企業経営の安定化を図り、災害や除雪等への対応に必要な人員・機材を維持し、常に稼動体制を
整えておくことが必要です。全建と致しましては、地域建設業の在り方とともに、地域建設業の経営の安定
化と将来に亘って持続的に地域建設企業が社会的使命を果しつつ、地方創生のためにも必要な事業量の在り
方について、本年は議論を一層進展させていきたいと考えております。

一方で、私ども建設業界では、建設産業を支える「担い手の確保・育成」が喫緊の課題となっておりま
す。国土交通省は、建設業を「人材投資成長産業」とする新たな方向性を打ち出し、これまで以上に「人」
を重視した施策が展開されようとしております。また、2016年を「生産性革命元年」と位置付け、i－Construc-
tion を始めとする建設現場の生産性の大幅な向上を目指す取組みについても、本年において、より一層本格
化していくことと思います。

取り組むべき課題は、「設計労務単価の更なる引上げ」、「週休二日制の普及・定着」等の処遇改善、「地域
における教育訓練施設を含めた訓練機会の拡大」、「ICT 活用に対応できる人材の育成」など枚挙に暇があ
りませんが、建設業を「若者が夢をもって将来を託せる産業」として再生し、その技術を継承・発展させる
ためには、官民挙げて建設産業の魅力や地域建設業の果たす役割について発信していく必要があると考えて
おります。

全建は、４７都道府県建設業協会並びに会員企業の皆様方をはじめ、関係各位と一致団結し、これまでにも
増して積極果敢に、諸課題に取り組む覚悟ですので、引き続き、ご理解ご支援のほどを何卒よろしくお願い
申し上げます。

結びになりますが、皆様方のご健勝とご多幸を祈念いたしまして、私の年頭のご挨拶とさせていただきます。

官民挙げて建設産業の
魅力・役割を発信

一般社団法人 全国建設業協会 会長 近藤 晴貞
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昨年度に引き続き、12月８日（金）にくにびき
メッセ（松江市）にて、会員企業14社が参加し、
建設企業説明会を開催した。
来年春に卒業予定の松江高専環境・建設工学科の
４年生42人と、出雲工業高校建築科２年生34人が
訪れ、企業担当者から仕事の内容や必要な資格、地
元建設企業の役割などについて熱心に聞いていた。
会場ではしまね建設産業イメージアップ女子会も
参加、また専門工事業を中心とした業種説明資料の
展示も行われた。
説明会に参加した企業の担当者からは「地元で働
きたいという若者が増えてきたと感じる。今後とも

こうした傾向が続くことを期待したい」との声が聞
かれた。

建設業協会では、平成23年度から、業界の現状把握と、今後の要望

活動や意見交換会等の協会運営のための参考資料とすることを目的に

「会員現状調査」を実施しています。

会員企業の皆様にはご協力を

賜りましてありがとうございま

した。

今後はこのいただいた回答をまとめ、“通常総会での資

料” や “理事会・委員会等での資料” “意見交換会や要望活

動における意見のバックデータ”として活用いたします。

建設企業説明会を開催

島根県建設業協会
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建災防県支部（中筋豊通支部長）は
１月19日、出雲大社を参拝し安全祈
願を行った。島根労働局の高橋労働基
準部長、沖田健康安全課長はじめ、各

分会の代表者ら18人が出席。拝殿で祈祷した後、本殿に参拝。中筋支部長と高橋労働基準部長が玉
串を奉納し、全員で拝礼。今年一年の無事故無災害を祈願した。
昨年県内で発生した建設業の労働災害は、死傷者数101人で、昨年度より５人減少、死傷者数と

しては過去最少数値を達成することができましたが、死亡災害は、当初の目標である「死亡災害ゼ
ロ」を達成することができず、４人となりました。
今年も引き続き、気持ちを新たに会員および協会をはじめ関係者が一丸となり「死亡災害ゼロの達

成」「死傷災害件数では３桁から２桁への減少」を目指し計画に沿った安全衛生管理の向上に努めま
しょう。

安全衛生管理計画の作成について
新年度を迎え、安全衛生管理計画の立案作成をお願いします。昨年度の反省（リスク）を踏まえ、
今年度の「・管理体制・重点災害防止・安全活動」（アセスメント）の実施を取り決めましょう。

平成26年～28年（１月～12月）島根県内の建設業の労働災害発生状況
区 分 26年 27年 28年

土 木 工 事 業 （1） 31 0 36 （1） 28

木 造 工 事 業 （1） 22 0 25 （1） 18

建 築 工 事 業 （1） 33 0 25 （1） 40

その他の建設業 （1） 23 0 20 （1） 15

計 （4） 109 0 106 （4） 101

（ ）は死亡災害

島根県建設業協会
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ポスター

ワッペン

月 間 商 品 の ご 案 内

年度末労働災害防止強調月間（3/1～31）が始まります！

横 幕

の ぼ り

３月１日～31日は年度末労働災害防止強調月間となります。３月は工事の完成前で思わぬ

労働災害が発生することが考えられます。連絡調整を密にし、無理な工程による突貫工事にな

らぬよう特に下記の徹底をお願いします。

★全ての作業に作業計画を
作成しましょう

★作業開始前に高所での安全帯の
使用箇所を明確にしましょう

★重機作業では後進時の合図方法を
取り決めましょう

お求めは、ご所属（お近く）の各地区
建設業協会（建災防県支部各分会）ま
でお申し込みください。

￥200 Ｂ２判（73×52㎝）

おか だ ゆ い

№１ 岡田 結実
と まる さ や か

№２ 都丸 紗也華

￥840
ビニール製
（7.5×6㎝）
10枚１組

￥1,570
ポリエステル製（240×70㎝）

￥1,570
ポリエステル製
（70×220㎝）

島根県建設業協会
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講 習 名
学 科 講 習 実 技 講 習

講 習 日 会 場 講 習 日 会 場

技 能 講 習

足場の組立て等作業主任者技能講習

７月２０日（木）

～

７月２１日（金）
出雲建設会館

１０月１０日（火）
～

１０月１１日（水）
浜田建設会館

１０月２６日（木）

～

１０月２７日（金）
出雲建設会館

型枠支保工の組立て等
作業主任者技能講習

９月１４日（木）

～

９月１５日（金）
出雲建設会館

地山の掘削及び
土止支保工作業主任者技能講習

７月３日（月）

～

７月５日（水）
出雲建設会館

建築物等の鉄骨の組立て等
作業主任者技能講習

７月２７日（木）

～

７月２８日（金）
出雲建設会館

車両系建設機械（整地用）運転技能講習

４月３日（月）

～

４月４日（火）
出雲建設会館 ４月５日（水）

～

アユミ工業㈱
８月１７日（木）

～

８月１８日（金）
浜田建設会館

８月２８日（月）

～８月２１日（月）

～

８月２２日（火）
出雲建設会館

車両系建設機械（解体用）運転技能講習 ６月２２日（木） 出雲建設会館 ６月２３日（金）

～ アユミ工業㈱

不整地運搬車運転技能講習 ７月６日（木） 出雲建設会館 ７月１０日（月）

～ アユミ工業㈱

高所作業車運転技能講習

５月２９日（月） 浜田建設会館 ５月３０日（火）

～ ㈱ライト実習場

６月８日（木） 出雲建設会館 ６月１３日（火）

～

アユミ工業㈱

９月２５日（月） 出雲建設会館 ９月２７日（水）

～

特 別 教 育

小型車両系建設機械運転特別教育

５月９日（火） 出雲建設会館 ５月１０日（水）

～ アユミ工業㈱

１１月６日（月） 出雲建設会館 １１月７日（火）

～ アユミ工業㈱

平成29年度の講習会等の予定をお知らせいたします。
ホームページにも予定・案内などを掲載いたしましたので是非ご覧ください。

島根県建設業協会
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講 習 名
学 科 講 習 実 技 講 習

講 習 日 会 場 講 習 日 会 場

ローラー運転特別教育 ９月４日（月） 出雲建設会館 ９月５日（火）

～ アユミ工業㈱

足場の組立て等の業務に係る特別教育
（時間短縮３時間）

５月２６日（金） 浜田建設会館

６月６日（火） 出雲建設会館

足場の組立て等の業務に係る特別教育
（６時間） １１月１７日（金） 出雲建設会館

自由研削用といしの取替え等の
業務に係る特別教育 １０月２０日（金） 出雲建設会館

低圧電気取扱い業務特別教育 ８月４日（金） 出雲建設会館

安 全 衛 生 教 育

職長・安全衛生責任者教育

５月１５日（月）

～

５月１６日（火）
出雲建設会館

８月１日（火）

～

８月２日（水）
浜田建設会館

１２月７日（木）

～

１２月８日（金）
出雲建設会館

職長のためのリスクアセスメント教育 １２月１３日（火） 出雲建設会館

新・総合工事業者のための
リスクアセスメント研修 １１月３０日（木） 出雲建設会館

刈払機取扱い従事者安全衛生教育 ６月２９日（木） 出雲建設会館

建設業等における管理者のための
熱中症予防教育 ７月１８日（火） 出雲建設会館

車両系建設機械（整地用）運転業務
従事者安全衛生教育（定期） ６月３０日（金） 出雲建設会館

足場の組立て等作業主任者能力向上教育
（定期）

８月１０日（木） 出雲建設会館
施工管理者等のための
足場点検実務者研修

振動工具取扱い作業従事者教育 １１月２２日（水） 出雲建設会館

丸のこ等取扱い作業従事者教育 ９月２２日（金） 出雲建設会館

受講申込を支部および各分会にて常時受け付けていますので、日程をご確認いただき、協力会社への周知・受講勧奨も
含めた受講計画をご検討くださいますようお願いいたします。

島根県建設業協会
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島根県
建設業協会

建災防
島根県支部

島根県
土木施工管理技士会

島根県農林
建設業協会連合会

１０（月）事務局長会議
２４（月）監査会
２８（金）理事会

２４（月）監査会
２８（金）理事会

５（水）監理技術者講習 ２４（月）監査会

２４（水）理事会
定時総会
協議員会

２４（水）通常代議員会 ８（月）監査会
理事会

１９（金）役員会
通常代議員会

２４（水）通常総会

８～９月
国土交通省中国地方整
備局との意見交換会

島根県との意見交換会

島根県建設産業人材確
保・育成推進協議会

３（木）
中国土木施工管理技士会
連合会通常総会

現場見学会

２３（月）
中国ブロック地域懇談会
平成２９年度建設業協会
中国ブロック協議会意
見交換会（松江市）

５（木）
第５４回全国建設業労働
災害防止大会（札幌市）

中・四国ブロック会議

１０～１１月
高校生の現場見学会

１２～３月
土木・建築・労働委員会

安全祈願祭 支部長会議

研修会

理事会、研修会
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マッチング拠出制度について
平成17年３月にスタートした島根県建設業協会の確定拠出年金制度（島根県建設業ＤＣプラン企業型年金規

約）は、現在10年が経過し、加入事業所が94社、加入者が約2,000人の規模となっているところですが、こ
の確定拠出年金制度において、年金確保支援法（平成23年８月交付）の制定により、大幅な改正が行われました。
その中でも、改正の目玉である「従業員拠出（マッチング拠出）の解禁」について平成24年度から対応を始

めています。

マッチング拠出制度は、加入者（従業員）にとって税制優遇等メリットも大きく、加入各社においても検
討・制度導入が進められています。（制度導入済21社）

（参考）確定拠出年金の税制
マッチング拠出による加入者掛金は全額非課税となります。
運用時・給付時の課税はマッチング拠出による上乗せ分も含めて従来どおりの優遇措置があります。

拠出時
事業主掛金 全額損金算入、かつ給与所得とみなされない
加入者掛金 全額所得控除（小規模企業共済等掛金控除適用）

運用時 運用益非課税
年金資産に特別法人税・特別住民税課税（平成11年４月から凍結中）

給付時

給付の種類によって課税
■老齢給付金：年 金…雑所得（公的年金等控除適用）

一時金…退職所得（退職所得控除適用）*
■障害給付金：年金・一時金とも所得税・住民税非課税
■死亡一時金：「みなし相続財産」として相続税課税

（法定相続人１人当たり500万円まで非課税）
■脱退一時金：一時所得として所得税・住民税課税

・島根県建設業ＤＣプランをはじめとする確定拠出年
金（企業型）では、掛金は全額事業主が負担するこ
ととされてきました。加入者（従業員）はこれを運
用して60歳以降の年金原資としています。

・法改正により加入者（従業員）が自己負担で掛金の
上乗せ（マッチング拠出）が認められるようにな
り、島根県建設業ＤＣプランでもマッチング拠出の
取扱を開始しました。
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退職金は、共済手帳に貼り終わった共済証紙が12月（21日分を１ヶ月と換算）以上になっ

て、建設関係の仕事をしなくなったときなどに、労働者またはその遺族からの請求により、その

請求人に直接支給されます。

（なお、請求事由発生年月日が平成28年３月31日以前の場合は、24月以上の掛金納付月数が必要となります。）

請求するには？

退職金請求書に必要事項を記入して、共済手帳と必ず住民票及び退職所得の受給に関する申告書と個人

番号並びに身元確認のための書類を添えて、建退共支部まで提出してください。

受け取り方法は？

退職金は、原則として請求人個人の普通預金口座に、直接振り込む方法により、支払われます。

退職金額は？

退職金については、下の表のとおりとなっており、働いた年数が長いほど

有利になります。

掛金納付月数が12月以上24月未満の退職金は掛金納付額の３～５割程

度の額となっております。

12月以上24月未満で死亡したときの退職金は、事業主が納めた掛金に

相当する額となっております。

掛金納付年数
（月数）

退職金額
（単位：円）

1年 （12月） 23,436
（18月） 48,174
（23月） 76,167

2年 （24月） 156,240
5年 （60月） 410,781
10年（120月） 945,903
15年（180月） 1,572,816
20年（240月） 2,256,366
25年（300月） 3,029,754
30年（360月） 3,902,745
35年（420月） 4,898,775
40年（480月） 6,036,723

退職金を受け取るには
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退職金請求書

見 本
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退職所得の受給に関する申告書 退職所得申告書

見 本
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個人番号及び身元確認のための書類
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完成工事高契約会員加入状況
   平成29年1月31日現在

完成工事高契約会員加入状況
   平成29年1月31日現在

 松江 50 75.8
安来 19 100.0
雲南 37 90.2
仁多 14 93.3
出雲 51 66.2
大田 12 35.3
 邑智 36 94.7
浜田 20 34.5
益田 7 28.0
鹿足 10 52.6
隠岐 21 63.6
 合計 277 65.2

地区 会　　  員
加入率(％)

加入企業
（会員）


